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助成金 1,500,000 修理費 4,000,000                 

寄付金 2,500,000

合 計 4,000,000            合 計 4,000,000

三嶽神社宮司 新 山 敏 春

総代長 髙 橋 初 雄

５月から神
職が常駐し
ています。

ホームページ https://mitakejinja.com

神 社 Ｑ ＆ Ａ

どんと祭斎行

去る１月１５日にどんと祭を行いました。どんと
祭は旧年中に皆さまがご加護いただいたお札
やお守りをお清めの上お焚き上げする神事で、
ご神火にあたることで一年の無病息災・家内安
全を祈願するお祭ですので、来年は是非参列し
てみて下さい。

狛犬は、悪霊や災いが神域に入ることを防ぐ、謂わば「神域の守護」として役割を担っています。また狛犬
の「阿吽」は、万物の始まりと終わりを表しています。
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昨
今
の
人
々
の
生
活
は
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
が

整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
空
気
の

温
度
を
変
え
る
冷
暖
房
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
益
々

便
利
で
豊
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
便
利
が
当
た
り
前

に
な
る
に
つ
れ
て
、
日
々
の
生
活
の
中
で
の
感
謝
の

気
持
ち
が
薄
ら
い
で
き
た
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

つ
い
数
十
年
前
ま
で
は
、
家
の
門
口
や
台
所
な
ど

に
お
神
札
（
ふ
だ
）
を
祀
り
、
竃
の
荒
神
（
こ
う
じ

ん
）
さ
ま
に
は
荒
神
棚
を
、
井
戸
に
は
水
神
（
み
ず

が
み
）
さ
ま
を
、
季
節
の
節
目
に
家
に
訪
れ
る
年
神

さ
ま
や
祖
先
の
御
霊
に
は
臨
時
の
棚
を
設
け
て
お
ま

つ
り
し
て
い
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
日
本
人
は
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
特
別
な
場
所
に
神
さ
ま
を
お
ま
つ
り

し
て
き
た
の
で
す
が
、
大
切
な
住
ま
い
の
中
で
、

日
々
の
暮
ら
し
を
見
守
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け

ら
れ
た
の
が
神
棚
で
す
。

「
棚
に
お
ま
つ
り
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
神
聖

で
尊
い
も
の
を
ほ
か
と
区
別
す
る
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
日
本
人
は
、
日
々
の
お
ま
つ
り
を
通
し
て
、
神

さ
ま
の
恵
み
に
感
謝
す
る
心
を
養
う
と
と
も
に
、
優

し
さ
や
思
い
や
り
の
心
を
育
ん
で
き
た
の
で
す
。

毎
朝
神
棚
に
米
や
水
な
ど
を
供
え
て
、
家
族
み
ん

な
で
拝
む…

是
非
家
庭
で
の
お
ま
つ
り
を
通
し
て
感

謝
の
心
を
益
々
養
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

尚
、
神
棚
が
無
い
ご
家
庭
に
は
、
伊
勢
の
神
宮
よ

り
頒
布
さ
れ
て
い
る
小
型
の
神
棚
を
無
償
に
て
差
し

上
げ
ま
す
の
で
、
当
社
社
務
所
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

Ｑ 複数の神社のお守りを持っていても大丈夫ですか？
Ａ 「神さま同士が喧嘩するから一つだけのほうがよい」という方がいらっしゃいますが、結論から申上げれば、全く問

題はありません。神社によって祀られている神さまは様々で、それぞれに得意分野があり、私たちはそれをご利益
としてご加護いただいています。それが健康であったり、学問であったり、或いは安産であったりするわけですが、そ
れぞれの神さまが集まってあなたを守ってくれていると考えたほうが賢明です。
勿論「推し」の神社のお守りのみ持っていても、その神さまが守ってくれますし、一つの神社で複数種類のお守
りをいただいても何ら問題はありません。
要は、お守りの存在を忘れることなく、いただいたお守りを通して、その神社や神さまに思いを馳せ、願いが叶うよう
祈ることです。

神社に関する疑問をわかりやすく簡潔に
お伝えします。今回はお守りについて！



一、花手水用お花 花巻市上根子 平賀美智子様

お誕生日に、記念の御朱印はいかがですか？

雅生園様（上似内）より

ヒサカキ奉納！

今年の正月以降、交通安全守に不足が生じ皆さまに大変ご迷惑を
おかけしておりましたが、この度授与品棚に整えました。

またこれに合わせて、幸せと福が舞い込むよう祈願した幸福守と、
運気が上昇し幸せを招くことを祈願した開運招福守を頒布すること
と致しましたので、ご参拝の際に是非拝受をお申し出ください。

 ランドセル清祓いのご案内

三嶽神社では小学校入学を控えたお子さまを対象に、
「ランドセル清祓い」を行っています。毎日背負う新しい
ランドセルをお祓いして、６年間の小学校生活の充実と
学業成就・交通安全を祈願致します。

特に期間は設けておりませんので、お時間のありますと
きに、是非ご家族の皆さまでご参拝いただき、6年に亘る
小学校生活の無事をお祈り下さい。

お問合せ 三嶽神社社務所

090-8788-5530（三嶽神社権禰宜 新山敏彦）
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正月の門松をはじめ、拝礼の際に使用
する玉串用のヒバを奉納戴いている、上
似内の造園業、雅生園様（代表 五内川
貴則様）より、この度ヒサカキ10株が奉
納され、本宮階段の両脇に植樹して戴き
ました。成長しましたら玉串に用いてみ
たいと思います。有難うございました。

裏面：汎用パターン

昨年の『夏詣』に際し、 令和６年５月から同７年４月迄の１年分の『季節のご朱
印』を頒布したところご好評をいただきました。
今年も７月１日から８月末日までの夏詣期間に、令和７年５月から令和８年４月ま

での季節のご朱印を頒布します。もちろん頒布に際しては、社殿にて正式参拝（お祓
いののち玉串をお供えして参拝）を行うことができます。
今年は、予め三嶽神社の社名入りご朱印帳に貼付したものだけではなく、季節のご

朱印のみ（１年分１セット）での頒布も致しますので、是非この機会に復刻版『季節
のご朱印』拝受をお申し出の上、日本の季節を感じていただければ幸いです。
尚、復刻版『季節のご朱印』の頒布に際しては、メール（当社ホームページのお問

い合わせフォーム）又はお電話（090-8788-5530）にてご予約願います。

記
★初穂料……ご朱印帳付7,000円、ご朱印帳なし5,000円
★その他①…お受け取りの際、又は後日拝殿にて正式参拝を行うことができます

（ご予約の際、あらかじめお受け取りの日時をお知らせ願います）
★その他②…ご朱印に入れる日付はそれぞれ頒布した月の１日（朔日）とします

復刻版『季節のご朱印』付ご朱印帳頒布のご案内

季 節 の ご 朱 印

ご好評を戴いております「季節のご朱印」。７月は池でスイスイ泳ぐ
「金魚」、８月は暑い時期に食べたくなる「かき氷」です。

日本の文化や伝統行事、食べ物や風景をあしらった、季節が感じられ
るご朱印ですので、参拝の際に是非拝受をお申し出下さい。

７月 ８月
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当
社
の
は
す
向
か
い
で
大
手
外
食
産
業
の
食
肉
加
工
等
を
行
っ
て
い

る
協
和
食
品
様
が
、
石
持
交
差
点
の
ホ
テ
ル
ル
ー
ト
イ
ン
花
巻
様
の
東

側
に
新
社
屋
を
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
五
月
二
十
九
日
に

竣
工
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
祝
詞
を
奏
上
し
た
の
ち
、
建
物
の
内
外
を
お

清
め
し
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
祭
儀
に
引
き
続
き
、
社
屋
の
竣
工
を
お
祝
い
し
て
、
下
似
内
神

楽
に
よ
る
権
現
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

新
社
屋
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
九
月
に
地
鎮
祭
を
ご
奉
仕
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
無
事
に
立
派
な
社
屋
が
完
成
し
た
こ
と
を
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

数量限定

夏
越
大
祓
執
行

六
月
二
十
八
日
（
日
）

に
半
年
間
の
厄
や
災
い
を

祓
う
『
夏
越
大
祓
』
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

氏
子
の
方
々
を
代
表
し
、

氏
子
総
代
が
お
祓
い
を
受

け
た
の
ち
大
祓
詞
（
お
お

は
ら
い
し
）
を
読
み
上
げ
、

最
後
に
総
代
長
が
玉
串
を

捧
げ
て
残
り
の
半
年
の
安

寧
を
祈
願
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
暑
い
日
が
続

い
て
参
り
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
ご
自
愛
の
上
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。
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